
 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍサンプルの得られないマグネシウムの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ｒａｎｄｏｍ試料が得難いマグネシウムの極点処理では、ｄｅｆｏｃｕｓ補正が難しい。 

   本資料では、極点処理でバックグランド処理を行った極点図からＯＤＦ解析を行う。  

   ＯＤＦ解析では、ｄｅｆｏｃｕｓ補正されていない極点図から、ｄｅｆｏｃｕｓの矛盾を含まない 

   ＯＤＦ解析が行われる。再計算極点図もｄｅｆｏｃｕｓの矛盾が含まれていない。 

   ｄｅｆｏｃｕｓの矛盾を含む極点図とＯＤＦ解析結果のＲｐ％から実際のｄｅｆｏｃｕｓが計算できる。 

   この方法を説明します。 

２．入力極点図 

 

 

  

  

  



３．極点図データ処理（バックグランド＋規格化） 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ処理は行っていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＯＤＦ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析 

  

 

入力極点図 

 

ｒａｎｄｏｍは約１４％ 

 

ｒａｎｄｏｍは約１５％ 

 

 

 

 

 



６．入力極点図と ODF解析後の再計算極点図からＲｐ％計算 

 

７．入力極点図と ODF解析後の再計算極点図からｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成 

 

 

入力極点図を指定 

 



  ｄｅｆｏｃｕｓ曲線図が計算されています 

 

バックグランドと規格化行った極点図にｄｅｆｏｃｕｓの計算を行う 

 

入力極点図（上段）とｄｅｆｏｃｕｓ補正された極点図（下段） 

 

 

 

 



８．ｄｅｆｏｃｕｓ補正した極点図からＯＤＦ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 



９．ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行った極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行うことで、Ｒｐ％が９．９％―＞４．８％に改善 

 

 



極点図比較 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍは１５％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

Gauss関数で計算 

 

Lorentz関数で計算 

 

 

 

 



ODFと再計算極点図 

Gauss関数 

 

 

Lorentz関数 

 

 



Ｒｐ％で評価 

Gauss関数 

  

Lorentz関数 

  

 Gauss関数で Fittingが正しいと思われます。 

 ODF解析結果からｒａｎｄｏｍは１５％であるが、ＶＦ％の結果では、Ｍｉｎｉが３６％ 

 ２１％のその他の方位が定量されていないと考えます。 

  

 


